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実践のポイント（工夫）
・習慣的に「書く」ことに取り組ませる。
・友達の前で発表をさせ、自信をつけさせる。
実践内容（成果）　７月に受けた研修で「書く」力を伸ばすためには、継続して文章を書く機会を設けることが必要だと感じた。元々文章を書くことを苦手としている児童が多いため、週に２回以上日記を書く習慣を設けた。週はじめと週終わりや学校行事の後などに書かせるようにした。書く内容が思い浮かばず、なかなか書くことのできない児童には、選択肢の中から選ばせたり、一緒に考えたりして個別に支援した。書いた内容は以下のとおりである。
・一週間の振り返り日記　・土日の思い出　・誕生会　・夏休みの思い出　・１学期に頑張ったこと
・２学期に頑張りたいこと・お買い物学習　・運動会　・遠足　・授業の感想　など
書かせた後には、自分の書いた日記を発表する時間を毎時間設けた。

継続して「書く」ことを続けた結果、書く内容に変化が見られた。１学期のうちは「今日私は○○のゲームをしました。楽しかったです。またやりたいです。」などといった具体性に欠ける内容ばかりであったが、個別の支援を続けた結果、「○○のゲームをしました。○○に負けて悔しかったです。次は勝ちたいです。」など具体的に詳しく書けるようになってきた。自分の気持ちを明確に表現できるようにもなってきた。
また、発表を続けたことにより、友達の日記にも興味を示すようになり、進んで質問をするようになった。質問をされた児童も、質問されたこと以外にも詳しく答えられるようになってきた。今まで自分の書いた内容に自信がなかった児童も、友達に発表を聞いてもらい興味を持ってもらえたことで自信をもって発表できるようになってきた。友達に発表することを楽しみにしている児童が増え、今まで日記の時間にやる気の出ない児童も最近は熱心に取り組むようになってきた。　（以下児童の日記を一部抜粋）

　

１１月１３日（月）　〈６年生Hさんの日記〉
　きのうわたしは、まるちゃんとサザエさんをみました。まるちゃんのはなしがおもしろかったです。らいしゅうもたのしみです。
４月７日（金）　〈６年生Hさんの日記〉
　はるやすみはおうちであそびました。おうちでたくさんあそびました。あそんでたのしかったです。
９月２５日（月）　〈４年生Yさんの日記〉
　きのうわたしは、ポケモンをやりました。○○とあそびました。○○はブラックミュウツーをつかってわたしは、リザードンをつかいました。またやりたいです。きょうもあしたもやれるといいです。

４月７日（金）　〈４年生Yさんの日記〉
きのうわたしは、ようかいバスターズをやりました。たのしかったです。またやりたいです。


振り返り（課題）
　・１学期から「書く」機会を習慣的に設けたことにより、文章が具体的に書けるようになり自信がついてきた。しかし、個別の支援が必要な児童が多いため今後も継続して続けていく必要があると感じた。
